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明和地域における義務教育学校について

５月２日（金）明和小学校

５月８日（木）明和中学校

鹿児島市教育委員会学校整備室

義務教育学校って、
どんな学校？

義務教育学校になると
どんなことが期待できる？

課題は？

今ある義務教育学校は、
実際、どんな様子？

これまでの経緯は？
これからの流れは？

義務教育学校とは？

一人の校長先生
一つの教職員組織
９年制の学校
（前期課程６年＋後期課程３年）
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・全国２３８校（Ｒ５は２０７校、年々増加）
・県内１７校

①義務教育の目的・目標規定の新設

②小学校への英語教育の導入や中学校の授業時間数の増加など、近年の

教育内容の量的・質的充実への対応

③小学校高学年段階における児童の身体的発達の早期化等に関わる現象

④中学校進学時の不登校､いじめ等の急増など､中１ギャップへの対応

⑤少子化に伴う学校の社会性育成機能の強化の必要性

Ｒ６ 学校基本調査より

求められる背景

専門的な指導
きめ細かい指導

小中学校間
ギャップの緩和

コミュニケーション力、
思いやりの心の育成

責任感の
高まり、

学校全体の
落ち着き

一人一人が
安心感を得る

期待される効果
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指摘される課題

人間関係や
相互評価の固定化

転出入する
児童生徒の対応

小学校高学年の
リーダー性育成

の妨げ

教職員の
多忙化・多忙感

・小・中学校の「縦」の関係を増やす
・児童生徒と職員が関わる機会を増やす

集団性、社会性を育成する機会の確保

・４－３－２など柔軟に設定して、
リーダー性を育む行事を設定する
意図的にリーダー性を図ることは可能

・綿密な引継ぎを行う
・丁寧な説明、適切な情報発信を行う

仕組み自体が転出入を配慮したもの

・取組の意義やねらいを共有に努める
取組が進むと多忙化や多忙感が解消

（問題行動の減少、学級経営の円滑化）

視察① 県内の義務教育学校

金峰学園（南さつま市）
・開校時期 令和５年４月
・児童生徒 ３９８人（Ｒ６.４月）

・金峰学（命、交流、郷土、英語）

・フェスタ（７月合唱祭、１１月文化祭）

日吉学園（日置市）
・開校時期 令和３年４月
・児童生徒 ２３６人（Ｒ６.４月）

・ひおき学（ひおきふるさと教育）

・旧小学校区での学習（土曜授業）

東郷学園（薩摩川内市）
・開校時期 令和元年４月
・児童生徒 ４００人（Ｒ６.４月）

・ふるさと・コミュニケーション科

・東郷もりあげ隊（５～９年生以上希望者）

鶴荘学園（出水市）
・開校時期 平成２９年４月
・児童生徒 １０３人（Ｒ６.４月）

・「ツル科」による探究活動
・５年生から部活動に入部可能

地域の資源（ひと・もの・こと）を生かした教育
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視察② 県外の義務教育学校

高知市立土佐山学舎
◆開校時期 平成２８年 ◆児童生徒 １４４人（Ｒ５.４月）
◆校区外通学者７４人、バス４台）、小規模、大自然を強みに
◆生活・総合(土佐山学)が中心、１年生から英語教育

渋谷区立渋谷本町学園
◆開校時期 平成２４年 ◆児童生徒 ８７０人（Ｒ６.４月）
◆シブヤ未来科（Ｍｙ探究）、渋谷区全体での取組
◆学校スタッフの充実、大学生ボランティアの活用

つくば市立みどりの学園
◆開校時期 平成３０年 ◆児童生徒１５９５人（Ｒ３.５月）
◆ドローン、ロボット、生成ＡＩ、３Ｄプリンターの活用
◆プログラミング学習の充実、ＳＤＧｓやＳＴＥＡＭ教育に応用

地域の実情に合わせた様々な義務教育学校の形がある

よくある質問

義務教育学校になると、教員が減らされるのではないか？０１

教員の定数は、国の基準をもとに学級数に対して算出されます。明和の
場合は、小学校・中学校それぞれの学級数に応じて配置されるので、今の
状況と変わりません（校長は一人になります）。小学校の先生と中学校の
先生が一つの学校の中に在籍することになりますので、児童生徒一人一人
に関わる教員の数は、むしろ多くなるといえます。

Ａ

小学生と中学生が一緒に学校生活を送るのは、無理がないか？０２

教育の現場では、様々な考え方や価値観にふれることがもとめられてい
ます。発達の段階はしっかりと踏まえつつ、異学年との交流、ときには校
種、世代を超えた人々との交流の中で、多様性のある学びを確保していく
ことが大切であると考えます。校庭や図書室などをを共用することについ
ても、十分にスペースは確保し、時間割や運用の工夫で対応できるものと
考えます。

Ａ

義務教育学校で、どんな教育をするのか、示さないのか？０３

時代観や地域の実情を踏まえ、学校・家庭・地域が一緒になり、対話を
繰り返しながら、明和の子供たちの未来の姿を思い描いていくことが大切
だと考えます。どんな教育をするのか具体化していくためにも、まずは、
目指す子供の姿を明らかにし、みんなで共有することに努めた上で、教育
の具体化を図っていくものと考えます。

Ａ
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これからの学校・教育 ～学習指導要領前文より～

◆「一人一人の資質・能力を伸ばせるように
していくことは，教職員をはじめとする学校
関係者はもとより，家庭や地域の人々も含め，
様々な立場から児童や学校に関わる全ての大
人に期待される役割」

小中一貫教育は「手段」
「目的」ではない

鹿児島市教育委員会 地域・まちづくり協議会

平成30年3月

平成30年度
7月

令和4年5月

令和2年1月

令和5年3月

市内全域で基本方針に関する住民説明会を実施

7月

4月

「鹿児島市立小学校・中学校の学校規模適正
化・適正配置に関する基本方針」策定

教育委員会とまちづくり協議会との意見交換会

「明和校区まちづくりプラン第2
期」策定（小中一貫教育校設置
の要望書提出について明記）

明和中学校で基本方針に関する説明会

地域PTAで小中一貫教育について
の講演

まちづくり協議会・明和小・中学校PTAから「小中一貫教育校の設置に関する要望書」が提出される

教育委員会で小中一貫教育校（義務教育学校）
の設置について検討を進める

検討経過と今後の流れ①
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鹿児島市教育委員会 地域・まちづくり協議会

令和6年度

令和8年度以
降

令和7年3月

令和12年度以
降

明和小・中学校校舎の耐力度調査を実施

明和校区における義務教育学校基本構想

「明和校区における義務教育学校あり方検討委員会」を設置、第1回検討委員会を開催

・校舎等建物の配置
・教育の方針
・開校までのスケジュール 等

地域PTAで小中一貫教育校について説明

令和7年度

基 本 計 画

基本設計・実施設計

工 事

開 校

令和5年7月

検討経過と今後の流れ②
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